
特
集

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
①

■
倉
田
直
道

１
―
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
は

２
―
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
と
し
て
の
ゴ
ン
バ
ク

　
　
ト
・
シ
テ
ィ

３
―
米
国
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ヘ
の
取
り

　
　
組
み

４
―
日
本
の
都
市
と
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

シティのモデル図―I　G.B.ダンツィク／Ｔ.L.サアティのコンパクト・

72
-ﾄル
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出典:G.B.ダンツィク／T.L.サア

ティ著「コンパクト・シティ」
　72
メートル

8レベル（プラット

フォーム）住居や

施股を建設するた

めの「土地」

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
は

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
と
い
う
意
味
で
の
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
イ
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
を
記

述
す
る
様
々
な
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
場
合
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
は
、
小
型
の
都

市
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
都
市
、
密
集
し
た
都
市
、

簡
潔
な
都
市
と
い
っ
た
、
あ
る
都
市
の
状
態
を
指
す

も
の
で
、
必
ず
し
も
特
定
の
都
市
形
態
の
概
念
を
表

す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
形
態
の
概
念
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
三
年

に
Ｇ
・
Ｂ
・
ダ
ン
ツ
ィ
ク
（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｂ
.
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｚ
ｉ
ｇ
）
と

Ｔ
・
Ｌ
・
サ
ア
テ
ィ
（
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
Ｌ
.
　
Ｓ
ａ
ａ
ｔ
ｙ
）
の
共
著
と

し
て
出
版
さ
れ
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
）
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
都
市
の
成
長
を
制

御
す
る
た
め
に
、
都
市
の
空
間
を
垂
直
方
向
を
含
む

三
次
元
的
に
使
う
と
と
も
に
、
時
間
の
次
元
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
四
次
元
的
に
都
市
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
都
市
の
モ
デ
ル
を

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
一
九

九
六
年
に
は
、
Ｍ
・
ジ
ェ
ン
ク
ス
（
Ｍ
ｉ
ｋ
ｅ
　
Ｊ
ｅ
ｎ
ｋ
∽
）
、

Ｅ
・
バ
ー
ト
ン
（
Ｅ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ
）
、
Ｋ
・
ウ
イ
リ

ア
ム
ス
（
Ｋ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｍ
ｓ
）
の
共
編
著
に
よ
る

「
ザ
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
:

Ａ
　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
？
）
」
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
何
れ
も
、
当
時
の
都
市
を
取
り
巻
く
状
況
に
対

し
て
積
極
的
な
新
し
い
都
市
像
を
提
示
し
て
い
る
。

二
冊
の
図
書
に
共
通
す
る
の
は
、
ア
ー
バ
ン
・
ス
プ

ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
激
し
い
都
市
の
郊
外
化

（
Ｓ
ｕ
ｂ
ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
が
進
み
、
さ
ら
に
大
き
く
成
長

し
た
複
数
の
都
市
が
連
担
し
な
が
ら
成
長

（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
し
続
け
て
い
る
先
進
国
の
都
市
の

状
況
に
対
し
て
、
移
動
の
た
め
の
工
ネ
ル
ギ
ー
や
空

間
の
浪
費
な
ど
そ
の
将
来
に
お
け
る
問
題
を
指
摘
し
、

分
散
型
都
市
構
造
で
は
な
い
集
中
型
都
市
構
造
の
有

用
性
を
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
近
代
の
都
市
計

画
が
進
め
て
き
た
分
散
型
都
市
モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ

る
田
園
都
市
に
対
し
て
も
、
そ
の
理
念
は
評
価
し
つ

つ
、
結
果
と
し
て
発
生
し
た
幾
つ
か
の
問
題
に
つ
い

て
は
激
し
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

の
概
念
に
は
大
き
な
違
い
も
あ
る
。
最
初
の
コ
ン
パ

ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
出
版
か
ら
次
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ

テ
ィ
の
出
版
ま
で
二
十
余
年
あ
る
が
、
こ
の
間
に
都

市
を
巡
る
社
会
的
、
経
済
的
な
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
都
市
に
生
活
す
る
住
民
の
価
値
観
や
生
活
像
も

大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
二
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ

テ
ィ
の
概
念
は
、
そ
れ
ら
が
出
版
さ
れ
た
時
代
の
都

市
を
巡
る
価
値
観
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
Ｔ
・
Ｌ
・
サ
ア
テ
ィ
ら
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

の
概
念
は
、
自
ら
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
コ
ル
ビ
ュ

ジ
ェ
の
描
い
た
「
輝
く
都
市
」
に
極
め
て
類
似
し
た

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
提
案
し
た
具
体
の
モ

デ
ル
は
、
都
市
の
地
区
を
立
体
的
に
積
層
し
そ
れ
を

垂
直
方
向
の
動
線
で
繋
ぐ
と
い
う
、
極
め
て
具
体
的

な
建
築
的
な
形
態
で
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
コ

ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
「
輝
く
都
市
」
に
代
表
さ
れ
る
二
十

世
紀
に
多
く
の
建
築
家
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
理
想
都

市
に
共
通
す
る
技
術
の
進
歩
に
対
す
る
楽
観
主
義
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
問
題

と
し
た
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
に
対
し
て
、
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
制
御
す
る
の
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
十
分
に
言
及
し
て
い
な
い
。

　
一
方
、
Ｍ
・
ジ
ェ
ン
ク
ス
ら
に
よ
り
提
起
さ
れ
た

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
は
、
そ
の
副
題
が
示
す
よ
う

に
、
持
続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
）
都
市
の
形

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
原
論

１



態
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
単
に
物
理
的

な
都
市
の
形
態
の
議
論
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
的
、
経

済
的
、
そ
し
て
環
境
的
な
視
点
か
ら
の
議
論
と
検
証

を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

と
は
、
持
続
可
能
な
都
市
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
シ

テ
ィ
）
と
同
義
で
あ
り
、
具
体
的
な
都
市
の
形
態
を

表
す
と
い
う
よ
り
、
生
活
の
質
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
）
を
追
求
し
た
明
確
な
生
活
像
と
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
都
市
環
境
の
将
来
像
を
提
案
し

て
い
る
。

２

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
と
し
て
の

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

　
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
と
は
、
一
九
七
二
年

国
連
人
間
環
境
会
議
以
来
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
連
環
境

計
画
）
を
中
心
に
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
育
て
て
き
た

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
い
う
概

念
を
都
市
に
適
用
し
た
都
市
像
で
あ
る
。
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
概
念
は
、
人
類
が

二
十
一
世
紀
に
生
き
残
る
た
め
の
新
し
い
思
想
の
表

明
で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境
と
共
存
す
る
将
来
の
社

会
像
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
間
一
人
ひ
と

り
の
生
き
方
と
生
活
の
仕
方
を
表
明
す
る
も
の
で
も

あ
る
。
二
十
一
世
紀
を
越
え
て
人
類
と
そ
の
文
明
が

豊
か
に
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、
経
済
成
長
に
だ
け

目
を
奪
わ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
「
開
発
至
上
の
発
展
」

の
あ
り
方
を
、
人
間
環
境
の
有
限
性
と
そ
の
繊
細
さ

と
を
理
解
し
た
、
理
性
的
で
健
全
な
「
環
境
上
位
の

発
展
」
の
あ
り
方
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
そ
こ
に
は
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
深

刻
化
、
自
動
車
社
会
の
進
展
に
伴
う
郊
外
へ
の
ス
プ

ロ
ー
ル
と
田
園
的
自
然
環
境
の
破
壊
、
中
心
市
街
地

の
衰
退
、
大
気
汚
染
、
さ
ら
に
は
工
ネ
ル
ギ
ー
の
大

量
消
費
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
い
っ
た
都
市
社

会
の
近
代
化
が
も
た
ら
し
た
都
市
の
病
弊
に
対
す
る

反
省
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
シ

テ
ィ
と
は
、
自
ら
地
域
資
源
及
び
他
地
域
の
生
態
的

完
結
性
を
損
う
こ
と
な
し
に
、
永
続
的
に
安
定
維
持

さ
れ
る
〈
持
続
可
能
性
（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
Ｖ
と
呼

ば
れ
る
概
念
を
具
現
化
し
た
都
市
像
で
あ
り
、
単
に

「
生
存
」
や
「
適
応
」
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
土
地
に
生
活
す
る
人
々
と
環
境
と
の
情
緒
的
な
結

び
つ
き
の
回
復
を
実
現
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ

で
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
は
、
あ
る
特
定
の

都
市
の
形
態
を
指
す
と
い
う
よ
り
、
個
々
の
都
市
の

環
境
条
件
や
社
会
・
経
済
条
件
を
前
提
に
、
そ
こ
で

の
生
活
の
質
を
追
求
す
る
た
め
の
都
市
と
し
て
の
物

理
的
な
環
境
の
性
能
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
国
に
お
い
て
都
市
の
郊
外
化
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
新
た
な
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン

で
快
適
な
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
一
九
九
〇
年
代
の
都
市
づ
く
り
の
動
き
に
、
「
ニ

ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
考
え
方
は
、
一
九
九
一

年
秋
、
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
内
の
ホ
テ
ル
「
ア
ワ

ニ
ー
」
に
お
い
て
専
門
家
や
地
方
自
治
体
の
幹
部
を

集
め
て
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
会
議
に

お
い
て
、
Ａ
・
ド
ゥ
ア
ニ
イ
、
Ｐ
．
カ
ル
ソ
ー
プ
、

Ｍ
・
コ
ル
ベ
ッ
ト
ら
を
含
む
六
人
の
建
築
家
に
よ
り

起
草
・
提
唱
さ
れ
た
『
ア
ワ
ニ
ー
原
則
（
Ｔ
ｈ
ｅ

Ａ
ｈ
ｗ
ａ
ｈ
ｎ
ｅ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ｐ
ｌ
ｅ
ｓ
）
』
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
『
ア

ワ
ニ
ー
原
則
』
で
は
、
米
国
の
抱
え
る
社
会
問
題
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
原
因
は
、

自
動
車
に
過
度
に
依
存
し
た
工
ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
①
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
原
論

型
の
都
市
づ
く
り
に
起
因
す
る
と
し
て
い
る
。
彼
ら

は
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
自
動
車
へ
の
過
度
な
依
存

を
減
ら
し
、
生
態
系
に
配
慮
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も

人
々
が
自
分
が
住
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
強
い

帰
属
意
識
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
な
都
市
の
創
造
を

提
案
し
て
い
る
。
『
ア
ワ
ニ
ー
原
則
』
は
、
こ
の
よ

う
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
都
市
を
実
現
す
る
う
え
で

遵
守
す
べ
き
原
則
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
具
体
的
な
都
市
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

表
し
た
も
の
の
一
つ
と
い
え
る
。
『
ア
ワ
ニ
ー
原
則
』

に
表
現
さ
れ
て
い
る
「
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
は
、

（
１
）
歩
行
者
を
優
先
し
た
自
動
車
へ
の
依
存
を
少

な
く
す
る
都
市
構
造

（
２
）
環
境
に
優
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

（
３
）
歩
行
圏
内
で
の
適
度
な
多
様
な
用
途
の
複
合

（
４
）
地
区
内
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
就
住

の
融
合

（
５
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
住
宅
タ
イ
プ
の
供

給（
６
）
ま
ち
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
空
間
と
し
て
の
街

路（
７
）
自
然
環
境
の
保
護
と
生
態
系
の
保
全

（
８
）
計
画
プ
ロ
セ
ス
へ
の
住
民
の
参
加

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
都
市
交
通
と
都
市
づ
く
り
の
あ
り
方
に

関
連
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
中
核
を
な
す
コ

ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
Ｔ
Ｏ
Ｄ
（
公
共
交
通
手
段
優
先

型
開
発
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
―
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｄ
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ

ス
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
複
合
的
な
土
地
利

用
を
戦
略
的
に
融
合
し
た
都
市
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
、
公
共
交
通
手
段
の
駅
を
中
心
と
す
る
歩
行
圏

2　ＴＯＤのコンセプト図
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内
に
業
務
、
商
業
、
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、

公
園
な
ど
を
配
置
し
、
職
住
近
接
型
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
現
在
米
国
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
コ

ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ヘ
の
取
り
組
み
に
共
通
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

３

米
国
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

ヘ
の
取
り
組
み

　
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
イ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
幾
つ
か

は
、
米
国
の
こ
れ
ま
で
の
都
市
開
発
、
古
い
都
心
部

の
再
活
性
化
の
取
り
組
み
に
お
い
て
既
に
個
別
に
は

適
応
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
将
来
の
新

し
い
地
域
像
と
し
て
よ
り
具
体
的
か
つ
総
合
的
に
表

現
し
た
と
こ
ろ
に
「
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」
の
意

義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
―
米
国
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
イ
の
背
景

　
米
国
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
形
態
は
交

通
手
段
の
変
容
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
っ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
自
家
用
自
動
車
の
急
速
な
普
及

と
そ
れ
に
伴
う
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

よ
る
郊
外
化
の
進
行
は
、
都
市
構
造
を
円
環
化
に
都

心
部
と
郊
外
に
二
分
化
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
都
心
部

か
ら
の
人
口
の
郊
外
へ
の
流
出
は
、
都
心
部
の
居
住

人
口
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
都
心
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
崩
壊
、
居
住
人
口
の
階
層
化
、
治
安
の
悪
化
、

商
業
活
動
の
衰
退
、
物
的
環
境
の
劣
化
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
深
刻
な
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
を
も
た
ら
し
た

こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
米
国
に
お
い
て
現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な
本
格
的
な

郊
外
化
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
〇

年
代
後
半
か
ら
の
画
一
的
な
独
立
住
宅
群
が
大
量
に

建
設
さ
れ
た
郊
外
化
を
戦
後
Λ
第
一
の
波
Ｖ
と
呼

ぶ
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
大
規
模
シ
ョ
ツ

ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
郊
外
立
地
を
中
心
と
す

る
Λ
第
二
の
波
Ｖ
と
呼
ば
れ
る
郊
外
化
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
大
都
市
都
心
部
に
お
け
る
商

業
の
衰
退
と
雇
用
機
会
の
喪
失
に
よ
る
急
激
な
空
洞

化
が
進
行
し
た
。
次
い
で
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
就
業
の
場
の
郊
外
化
か
進
み
、
こ

れ
を
郊
外
化
の
Λ
第
三
の
波
Ｖ
と
呼
ぶ
。
高
速
道
路

沿
道
や
高
速
道
路
が
交
差
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
に
突
如
出
現
し
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
群
や
商
業
施

設
の
集
積
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
活
動
の
中
心
で
あ
っ

た
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
匹
敵
す
る
新
た
な
拠
点
を
形
成

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
た
な

郊
外
化
現
象
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
郊
外
拠
点
を

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
記
者
ジ
ョ
エ
ル
・
ガ

ル
ー
は
「
エ
ッ
ジ
・
シ
テ
ィ
（
周
縁
都
市
）
」
と
命

名
し
た
。
ガ
ル
ー
は
こ
う
し
た
「
エ
ッ
ジ
・
シ
テ
ィ
」

を
、
米
国
の
都
市
の
ニ
ュ
ー
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
「
エ
ッ
ジ
・
シ
テ
ィ
」
を

新
た
な
都
市
問
題
を
内
包
し
た
郊
外
化
現
象
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
専
門
家
も
多
い
。

　
一
方
、
米
国
の
多
く
の
都
市
で
は
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
か
ら
急
激
な
郊
外
化
に
伴
い
疲
弊
し
た
都
心

部
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
現
在
も
多
く

の
都
市
で
そ
の
取
り
組
み
が
継
続
中
で
あ
る
。
初
期

の
都
心
再
生
の
取
り
組
み
の
中
心
は
、
連
邦
政
府
主

導
の
都
市
再
開
発
に
加
え
て
、
都
心
部
に
お
け
る
歩

行
者
モ
ー
ル
の
整
備
で
あ
っ
た
。
歩
行
者
モ
ー
ル
の

整
備
は
、
郊
外
の
開
発
が
車
の
利
便
性
を
優
先
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
歩
行
者
に
対
す
る
豊
か
な
ア
メ
ニ

テ
ィ
を
提
供
す
る
こ
と
で
人
々
を
呼
び
戻
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七

〇
年
代
に
な
る
と
、
歩
行
者
に
対
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ

に
加
え
て
公
共
交
通
手
段
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確

保
を
意
図
し
た
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
登
場
す

る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
モ
ー
ル
に
よ
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
の
活
性
化
も
一
時
的
に
は
効
果
が
あ
っ
た
が
、
さ

ら
に
進
行
す
る
郊
外
化
の
波
に
抗
す
る
十
分
な
処
方

箋
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国
に
お
い
て
も
、
郊
外

化
の
進
行
に
抗
し
て
持
続
的
に
都
心
部
の
再
生
に
成

功
し
た
都
市
は
ま
だ
多
い
と
は
い
え
な
い
。
現
在
、

都
心
の
再
生
に
成
功
し
て
い
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
シ

ア
ト
ル
等
に
お
け
る
取
り
組
み
に
交
通
し
て
い
る
の

は
、
都
心
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
手

段
の
積
極
的
な
導
入
と
歩
行
者
を
優
先
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
加
え
て
、
郊
外
に
お
け
る
ス
プ
ロ
ー

ル
を
厳
し
く
制
限
し
、
公
共
交
通
の
駅
を
中
心
に
高

密
度
の
複
合
的
な
土
地
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
総
合
的
な
成
長

管
理
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
プ
ロ
ー
ル

し
続
け
て
き
た
都
市
を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
に

再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ヘ
の
先
進
的
取
り
組
み

と
い
え
る
。

②
―
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
シ
ア
ト
ル
市
は
米
国
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ

テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
る
代
表
的
な
都
市
の
一
つ
で

あ
る
。
シ
ア
ト
ル
市
（
人
口
五
十
二
万
人
、
都
市
圏

人
口
百
八
十
五
万
人
）
は
、
一
九
九
〇
年
に
制
定
さ

れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
「
成
長
管
理
法
」
に
基
づ
き
、

シ
ア
ト
ル
の
今
後
二
十
年
の
都
市
づ
く
り
を
誘
導
し

て
い
く
た
め
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
「
サ
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ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
都
市
ト
シ
ア
ト
ル
の
実
現
に
向
け

て
」
と
題
す
る
こ
の
総
合
計
画
の
特
徴
は
、
シ
ア
ト

ル
市
民
の
生
活
の
質
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ

フ
）
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
成
長
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
を
「
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
目
標
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
市
全
体
の
個
性
と
活
動
の
多
様
性
の
保
全

（
２
）
環
境
保
全
、
経
済
開
発
、
治
安
、
社
会
公
正

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
成
長

（
３
）
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
し
た
人
口
と
就
業

の
場
の
誘
導
配
置

（
４
）
ス
プ
ロ
ー
ル
の
防
止
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
保
全
・
拡
大

（
５
）
職
住
が
近
接
し
た
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

（
６
）
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
セ

ス
に
対
す
る
支
援

（
７
）
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
住
宅
の
供
給
と
居
住
の
選

択
性
の
拡
大

（
８
）
自
家
用
車
へ
の
依
存
の
低
減
と
公
共
交
通
手

段
の
向
上

（
９
）
経
済
開
発
に
お
け
る
優
先
順
位
の
設
定

（
1
0
）
都
市
づ
く
り
の
目
標
に
向
か
っ
て
の
公
共
投

資
の
誘
導

（
1
1
）
　
都
市
づ
く
り
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
状
況
の
変

化
に
対
す
る
柔
軟
な
計
画
の
調
整

「
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
シ
ア
ト
ル
の
総
合
計
画
の
根
幹
を
成
す
も

の
で
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
シ
ア
ト
ル
の
将

来
に
お
け
る
土
地
利
用
の
あ
り
方
と
交
通
シ
ス
テ
ム

を
一
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
で
も
あ
る
。
シ

ア
ト
ル
都
市
圏
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
他
の
大

都
市
圏
と
同
様
に
、
大
量
の
低
密
度
の
戸
建
て
住
宅

が
郊
外
に
ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
い
っ
た
結
果
、
郊
外
の

豊
か
な
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
へ
と

郊
外
化
か
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
人
々
の
車
に
よ
る

移
動
距
離
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
車
に
よ
る
工
ネ
ル

ギ
ー
消
費
や
大
気
な
ど
へ
の
影
響
が
深
刻
な
も
の
に

な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
現
状
認
識
の
も
と
で
、
こ

れ
以
上
ス
プ
ロ
ー
ル
を
進
行
さ
せ
ず
ま
た
環
境
へ
の

負
荷
を
低
減
す
る
た
め
に
、
州
政
府
に
よ
り
成
長
管

理
政
策
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
ア
ー
バ
ン
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、
シ
ア
ト
ル
を
構

成
す
る
地
区
を
、
よ
り
密
度
の
高
い
複
合
的
な
土
地

利
用
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
（
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
イ
レ

ッ
ジ
）
に
再
編
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
ア
ー
バ
ン
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
公
共
交
通
手
段
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
バ
ン
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
そ
の
立
地
に
よ
り
異
な
る
機
能
的
な

特
性
と
魅
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

歩
行
圏
内
で
就
住
の
場
（
一
部
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
就

業
の
場
を
含
ま
な
い
）
と
生
活
に
必
要
な
基
本
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
自
立
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
総
合
計
画
で
は
、
そ
の
機

能
的
な
特
性
に
よ
り
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
、

ア
ー
バ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
拠
点
地
区
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
）
、
ハ
ブ
・
ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
サ

ブ
拠
点
地
区
ヅ
イ
レ
ッ
ジ
）
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・

ア
ー
バ
ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
住
宅
地
区
ア
ー
バ
ン
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）
、
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
近
隣
地
区
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）
の
四
種
類
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ー
バ
ン
　
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
は
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
相
互
に

繋
が
れ
て
い
る
。

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
①
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
原
論

シアトルの4タイプのアーバン・ヴィレッジ図―5

5●



③
―
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
Ｔ
ｏ
Ｄ

　
も
う
一
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
都
市
が
、

オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
人
口
四
十
五
万
人
、

都
市
圏
人
口
百
二
十
万
人
）
で
あ
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
市
や
郡
と
い
っ
た

行
政
界
を
越
え
て
都
市
圏
全
体
の
土
地
利
用
計
画
の

策
定
や
自
治
体
間
の
政
策
の
調
整
を
行
う
広
域
圏
の

行
政
組
織
と
し
て
、
一
九
七
八
年
に
米
国
の
唯
一
の

住
民
の
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
議
員
と
首
長
を
も
つ

都
市
圏
政
府
「
メ
ト
ロ
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
」
を
発
足
さ
せ
、

さ
ら
に
一
九
九
二
年
に
住
民
投
票
に
よ
り
メ
ト
ロ
独

自
の
自
治
憲
章
を
制
定
し
て
い
る
。

　
メ
ト
ロ
で
は
、
自
治
憲
章
に
定
め
る
権
限
に
基
づ

い
て
、
自
然
保
護
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
住
宅
開
発
、

交
通
、
経
済
開
発
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土

地
利
用
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、
成
長
管
理
政
策
を

中
心
と
す
る
「
地
域
2
0
4
0
」
と
呼
ば
れ
る
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
都
市
圏
の
地
域
総
合
計
画
の
策
定
を
行
っ
て

い
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
圏
で
は
、
こ
の
計
画
策

定
に
先
立
ち
、
無
秩
序
な
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
成
長

限
界
線
（
Ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
　
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｔ
ｈ
　
　
　
Ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｙ
:
Ｕ
Ｇ
Ｂ
）

を
設
定
し
て
い
る
。
都
市
成
長
限
界
線
（
Ｕ
Ｇ
Ｂ
）

が
定
め
ら
れ
る
と
、
都
市
的
な
開
発
が
可
能
な
地
区

は
限
界
線
の
内
側
に
限
定
さ
れ
、
限
界
線
の
外
側
で

は
、
農
業
、
林
業
、
低
密
度
住
宅
開
発
だ
け
が
認
め

ら
れ
る
。

　
都
市
成
長
限
界
線
の
設
定
に
加
え
て
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
都
市
圏
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ヘ
の

取
り
組
み
の
特
徴
は
、
バ
ス
土
地
利
用
の
誘
導
で
あ

る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
米
国

の
多
く
の
都
市
と
同
様
に
、
都
市
の
郊
外
化
の
進
展

の
結
果
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
経
済
活
動
の
衰
退
、
都

市
環
境
の
荒
廃
、
車
に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
の
都
市

の
病
弊
に
苦
し
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
都
市
問
題
を

抜
本
的
に
解
決
し
、
併
せ
て
ま
ち
に
新
し
い
活
力
を

注
入
す
る
手
段
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、
バ
ス
以

外
の
乗
用
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し
た
全
長
二
十
街

区
に
及
ぶ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
歩

行
者
空
間
の
整
備
と
Ｍ
Ａ
Ｘ
と
呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
路
面
電
車
）
の
導
入
で
あ
る
。
新
し
い
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
市
の
中
心

部
の
三
百
七
十
以
上
の
街
区
を
バ
ス
及
び
路
面
電
車

の
運
賃
無
料
区
域
に
指
定
し
て
い
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
都
心
再
生
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
る
の

は
、
単
に
公
共
交
通
の
導
入
と
歩
行
者
モ
ー
ル
の
整

備
を
進
め
て
き
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
交
通
政
策
と

生
活
環
境
の
整
備
を
一
体
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
即
ち
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
実
践
で
あ
る
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅

を
中
心
と
す
る
歩
行
圏
内
に
米
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
比
較
す
る
と
高
密
度
な
複
合
的
な
土
地
利
用
を
誘

導
し
、
自
家
用
車
に
依
存
し
な
い
、
公
共
交
通
を
積

極
的
に
利
用
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
の
秋
に
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
車
線
に
続
き
西
線
が
供
用
を
開
始
し
、
そ

の
多
く
の
駅
の
周
辺
に
お
い
て
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
都
市
と
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

　
日
本
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
有
用
性

を
議
論
す
る
際
に
、
米
国
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・

シ
テ
ィ
ヘ
の
取
り
組
み
の
背
景
や
条
件
の
違
い
に
言

及
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
先
ず
国
土
の
広
さ
と

都
市
に
お
け
る
密
度
の
違
い
は
決
定
的
で
あ
り
、
首

都
圏
の
よ
う
な
一
極
集
中
的
な
都
市
圏
の
構
造
も
日

本
固
有
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
米
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

か
ら
み
れ
ば
、
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
は
コ
ン
パ

ク
ト
で
あ
り
、
鉄
道
を
初
め
と
す
る
公
共
交
通
の
イ

ン
フ
ラ
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
、

我
が
国
の
多
く
の
地
方
都
市
や
東
京
の
近
郊
の
都
市

で
起
き
て
い
る
事
象
を
み
て
い
る
と
、
そ
の
ス
ケ
ー

ル
や
現
象
の
細
部
、
問
題
の
深
刻
さ
は
異
な
る
が
、

そ
の
背
後
に
潜
む
問
題
は
米
国
の
都
市
が
経
験
し
て

き
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
質
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
恐
ら
く
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
具
体
的
な
モ
デ

ル
を
日
本
の
都
市
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
十
一
世
紀
に
世
界
の
全
て

の
都
市
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
都
市
づ
く
り
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
自
体
は
十
分
に
日
本
の
都
市
に
当
て
は
ま

る
も
の
で
あ
る
。
環
境
と
の
共
生
、
都
市
の
成
長
管

理
（
拡
散
か
ら
再
集
積
へ
）
、
公
共
交
通
手
段
の
再

評
価
、
歩
行
者
優
先
の
都
市
づ
く
り
、
都
市
の
美
顔

術
か
ら
環
境
修
復
術
へ
の
展
開
、
省
資
源
・
リ
サ
イ

ク
ル
型
社
会
の
実
現
、
イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
な
都
市

づ
く
り
（
時
間
を
か
け
た
ま
ち
の
成
熟
化
）
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク

ト
・
シ
テ
ィ
を
議
論
す
る
際
に
先
ず
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
住
民
自
ら
が
そ
の
目
指
す
生
活
像

（
生
活
の
質
）
や
社
会
像
を
問
い
直
す
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

Λ
ア
ー
バ
ン
・
ハ
ウ
ス
都
市
建
築
研
究
所
代
表
取
締
役
Ｖ

図―6　LRT駅とその周辺開発のイメージ
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